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Ⅰ 重点項目の取組み 

  

１．社協発展・強化計画に基づく組織体制の基盤強化 

 

（１）組織体制の強化 

 ◇専門家による財務会計に関する事務処理体制の強化 

    税理士による「税務業務」及び社会福祉法人会計に精通する委託業者による記帳代行業

務並びに会計処理の効率化に伴う業務を実施し、内部統制の強化を図りました。 

◇運営体制の強化 

事業評価制度に基づき、事業目的の妥当性、事業の有効性や効率性など検討し、事業の

拡張又は改廃や縮小を行いました。また、危機管理体制の整備として、本会全体の事業継

続（BCP）計画策定に向けて検討を重ねました。 

◇ＰＲ力の強化 

   各部署の Twitterの情報発信回数の目標値を設定し、情報発信に対する意識の醸成を図

りました。また、新たな素材を加えて掲載写真の刷新を行うなど、マンネリ化防止に努め

ました。 

 

（２）人材育成の取り組み 

◇人材育成指針の策定 

  法人として求める職員像と目指すべき職員像を明確にするとともに、その実現のための 

手法や考え方をまとめた人材育成指針策定に向けた取り組みを行いました。 

◇キャリアデザインの体系化 

社協職員としての職員個々の成長を促すため、これまでの自分を振り返り、今後の自分 

の将来を見据えた「今年度の私の成長目標」を全職員が作成し、必要に応じて、職員面談 

を実施しました。 

  ◇職員研修制度の充実 

オンライン研修等を積極的に取り入れ、コロナ禍においても職員が研修を受講しやすい

体制を整えました。また、人材育成指針と連動した職員研修体制の構築に向けて検討を行

いました。 
 

（３）財政基盤の強化 

 ◇経費の有効活用 

   経費削減チェックリストに基づき、サービスの質を高めつつ、限られた財源の中で有効

活用を意識しながら、組織的に経費削減に取り組みました。 

◇財源の確保 

  職員の理解促進及び新たな手法の検討に向けた研修会を行いました。また、募金箱の設 

置啓発やチラシの配布を通して企業等への働きかけを行いました。 

 

 

 

 

 



2 

２．第４期朝霞市地域福祉活動計画に基づく重点事業 

【基本目標１】 

市民の暮らしを支える仕組みづくり 

◇地域共生社会の実現に向けた仕組みづくり 

  高齢者・障害者・子育て支援等、様々な関係機関と課題や現状について情報交換、意見

交換を行い、各関係機関と連携を図りました。また、住民参加型在宅福祉サービス（あい

はぁと事業）の支援事例を集約し、地域の状況把握を行いました。 

 

◇相談支援体制の充実 

  福祉に関する様々な相談（児童、高齢者、障害者、就労、生活困窮、権利擁護等）に対

応するとともに、各専門機関と連携し支援を行いました。 

 また、ボランティア保険の出張受付を実施した他、ボランティア活動希望者の相談を受

け、地域活動団体、施設等の情報を提供し、活動につながるようコーディネートを行いま

した。 

 

◇保健医療・社会福祉サービスの充実 

  介護、障害者支援等の専門機関同士がそれぞれの活動や機能を十分に理解し、支援体制

を構築していけるよう研修会を開催しました。様々な関係機関が参加し、連携及び資質向

上に向け関係を築きました。また、障害者支援について市民向け講座を開催しました。 

 

◇権利擁護の推進 

 高齢者や障害のある方で、金銭管理等に不安のある方が安心して生活が送れるよう、福祉

サービス利用援助事業（あんしんサポートねっと）の新規契約に向けた支援や、福祉サービ

スの利用援助、日常的金銭管理、書類等の預かりサービスの援助を行いました。 

 また、成年後見制度（法人後見）について学びを得るために、埼玉県社会福祉協議会権利

擁護センター職員を講師に招き、職員研修を実施しました。 

 その他、施設でのポスター掲示や社協主催の講座などで権利擁護に関する取組みの周知啓

発を行いました。 

 

◇生活困窮者等への支援の充実 

  相談者の生活状況を把握し、生活福祉資金貸付だけではなく、他機関による資源（生活保

護、住居確保給付金、ハローワーク等）の情報提供を通して生活再建できるよう支援しまし

た。また、食材の確保が困難な相談者に対し食料支援を行ったほか、市民や企業から食料品

等の寄付、寄贈を受け付け、生活困窮者への支援を行いました。 

 

◇地域住民の交流の促進 

 各施設で事業を実施し、参加者が交流を深められる機会の提供に努めました。また、ふ

れあい・いきいきサロン、高齢者会食会などの活動団体の運営を支援するため、助成金の交

付を行いました。その他、外国人からの相談の際には、外国語の資料を活用するなど、コミ

ュニケーション方法を工夫し支援を行いました。  
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【基本目標２】 

思いやりと支え合いの心づくり 

◇地域福祉に関する理解と参加の促進 

  地域福祉の担い手の育成、福祉活動への参加支援として各施設で実習生やボランティア

の受け入れを行いました。また、ボランティア講座の開催や、出前講座について周知・実施

し、地域で活躍している団体の活動支援を行いました。 

 その他、住民参加型在宅福祉サービス「あいはぁと事業」の新規協力会員向け講座を開催

し、地域の支え合い活動の促進を図りました。 

 

◇支え合い・助け合いの気持ちの醸成 

  近隣４市（朝霞市、和光市、志木市、新座市）のボランティアセンターが共催で「朝霞

地区四市福祉教育研修会」を開催しました。その他、小学校、中学校で福祉教育を実施し、

支え合い、助け合いの気持ちの醸成を図りました。 

 

◇地域での見守りの充実 

  あいはぁと事業新規協力会員向け講習会を実施し、地域住民同士が顔の見える関係を築

き、地域住民が主体となって見守り活動を行うことの必要性への理解を深めました。また、

関係機関等にチラシやパンフレットを配布し、あいはぁと事業および見守り活動の周知啓発

を行いました。 

 

◇情報共有・発信の充実    

  広報紙「社協あさか」、ホームページ、ツイッター、フェイスブック、ユーチューブなど

の情報媒体を活用し、情報の提供を行いました。また、地域活動団体を訪問する際に広報紙

等を持参し、情報の伝達を行った他、商業施設等に働きかけ、広報紙の設置場所拡大に努め

ました。 

 

◇地域福祉を支える団体の活性化・人材の育成    

地域の福祉活動団体に対し、相談支援を行ったほか、募金や会費を財源とする助成金を交

付して活動をサポートしました。また、手話やボランティアに関する講座を通して、地域福

祉を支える人材の育成に取り組みました。その他、市民活動支援ステーションと連携し、地

域デビュー支援セミナーでボランティアセンターのブースを設け、相談支援を行いました。 

 

【基本目標３】 

安心で暮らしやすい地域づくり 

  ◇施設等の整備・充実 

   地域の人が気軽に集うことができる場について、関係機関と情報収集を行いました。ま

た、本会が管理運営する全ての施設において、利用者が安心・安全に利用できるように日頃

から点検や修繕を行いました。 

 

  ◇防災対策の充実 

 本会が管理運営する全ての施設において、定期的に利用者の特性に応じた防災訓練を行い

ました。また、市民向けに災害ボランティア講座を開催し、防災について周知・啓発に努め

ました。 
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◇防犯対策の充実 

 本会が管理運営する施設では、利用者に対し防犯情報を周知し注意喚起を行ったほか、児

童対象の施設では防犯教室を実施し、防犯に対する意識の啓発を図りました。 

 

  ◇外出・移動の支援 

 外出や移動に困難を抱えている人に対し車いすを貸し出した他、子ども用車いす貸出の

要望増加に伴い、新規購入し貸出体制を整えました。また、あいはぁと事業において外出同

行支援を行いました。 

 

◇住まいの確保等への支援 

 住まいの確保に困難を抱えている人の相談に応じ、各種制度に関する情報を提供した他、

生活面で困窮している相談者には生活福祉資金貸付の案内を行いました。 

 

 

Ⅱ 事業報告 

 

１．法人運営事業 

    

理事会、評議員会等を開催し、事業計画並びに資金収支予算を定めるとともに各種委員会

の開催など、本会の基幹的業務を計画的に実施しました。 

   広報活動として、ホームページやツイッター等を活用した社協事業のＰＲや積極的な情報

発信を行い、福祉情報をわかりやすく、迅速に提供しました。 

   また、働き方改革として、法改正に適合した各種規程の整備を行い、育児休業の積極的な

推進など職場環境を整え、職員誰もが働きやすい魅力ある職場づくりに努めました。 

◇理事会の開催 

区  分 開催年月日 出席数 提出議案 

令和４年第３回 令和 ４年 ６月１３日 
１０人 

(監事２人含む) 

令和３年度事業報告等 

３議案 

令和４年第４回 令和 ４年 ９月 ６日 
１０人 

(監事２人含む ) 

補正予算等 

４議案 

令和４年第５回 令和 ４年１２月１５日 
１０人 

(監事２人含む ) 

規程改正 

１議案 

令和５年第１回 令和 ５年 ３月１７日 １０人 
事業計画等 

６議案（書面決議） 
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◇評議員会の開催 

区  分 開催年月日 出席数 提出議案 

令和４年第３回 令和 ４年 ６月２９日 １６人 
令和３年度事業報告等 

２議案 

令和４年第４回 令和 ４年 ９月３０日 ２０人 
補正予算 

１議案（書面決議） 

令和５年第１回 令和 ５年 ３月２８日 １２人 
事業計画等 

３議案 

 

○正副会長会議 

理事会・評議員会提出議案等について協議を行いました。 

・開催回数：３回 

 

◇各種委員会等の開催 

○総務・財政委員会 

・第１回：令和４年 ５月２５日（出席者４人） 

広報紙「社協あさか」7 月号（№186）の編集発行について 

令和３年度社協会員募集報告について 

令和４年度社協会員募集について 

・第２回：令和４年 ８月２４日（出席者５人） 

   広報紙「社協あさか」１０月号（№187）の編集発行について 

・第３回：令和４年１１月２２日（出席者５人） 

広報紙「社協あさか」１月号（№188）の編集発行について 

・第４回：令和５年 ２月２２日（出席者５人） 

広報紙「社協あさか」４月号（№189）の編集発行について 

   

   ○企画委員会 

    ・第１回：令和４年 ８月２４日（出席者４人） 

       令和３年度事務事業評価について 

    ・第２回：令和５年 ２月２８日（出席者４人） 

       生活困窮世帯への支援について 

 地域福祉団体への助成金について 

 

○評議員選任・解任委員会 

・第１回：令和４年 ９月１４日（出席者５人） 

第２８期社会福祉法人朝霞市社会福祉協議会評議員の選任について 

 

◇決算監査・中間監査の実施 

○決算監査：令和４年 ５月１７日 

令和３年度業務監査及び会計監査 

○中間監査：令和４年１１月１７日 

令和４年度上半期の業務監査及び会計監査 
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◇社協発展・強化計画の推進 

    職員による推進委員会を設け、確実な計画推進体制を整備し、本会の使命である、『とも

に生きる豊かな地域社会「あさか」の実現』に向けて、経営理念及び運営方針に基づき事

業を展開、実施しました。 

     

  ◇広報紙「社協あさか」の発行及びホームページ等情報ツールの管理 

    広報紙の定期発行による情報発信とツイッターやホームページ等のＳＮＳを活用した、

迅速かつ積極的な情報発信に努めました。 

   〇広報紙「社協あさか」の発行 

    ・年４回【７月・１０月・１月・４月（各１日発行）】 

    ・配布先：市内各世帯（町内会自治会、公共施設等） 

    ・発行部数：３５，５００部／回 

   〇情報発信 

 令和４年度 令和３年度 

ツイッター １，４８６件   ９８８件   

フェイスブック １，３２９件   ７９４件   

ユーチューブ １５９件    ７０件   

   

◇職員研修の実施 

    研修計画に基づき、階級や年齢に応じた研修を実施、受講しました。 

また、社協発展・強化計画と連動・連携し、人材育成や法令順守、社協職員としてのス

キル向上を図るため、内部、外部を問わず幅広い研修に参加し、研修終了後の振り返りや

伝達研修を行うなど、組織力の向上につながりました。 

   

  ◇るくるん募金箱設置の推進 

    るくるん募金箱設置の周知・啓発を行い、新たな設置先を開拓しました。 

【寄付金実績報告】 

※るくるん募金箱設置か所：１０か所（令和４年度末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域福祉事業の推進 

   

  誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、住民の方々と協働し地域の生

活課題などに取り組み、地域の支え合いの仕組みづくりを行いました。また、地域で活動し

ている地域福祉活動団体に対し、相談支援、福祉情報の発信、助成金の交付など、活動支援

を行いました。 

 令和４年度 令和３年度 

個  人 延べ１４件 ２７４，５６６円 延べ１０件 ２６７，０３４円 

団  体 延べ３５件１，６０７，２３２円 延べ２８件 ３８１，１４４円 

るくるん募金 １４か所  ５７，３６６円 １２か所  ４６，４７５円 

合  計 １，９３９，１６４円 ６９４，６５３円 
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◇社協会員の募集 

   社協活動への理解と参加の促進、及び自主財源の確保のため、地域住民、自治会・町内

会、市内外事業所に周知・啓発を行い、会員の募集を行いました。 

    (一般会員５００円以上、賛助会員１,０００円以上、特別会員５,０００円以上) 

○実 施 期 間 ：令和４年７月１日～令和５年３月３１日 

   ○目 標 額：７，５００，０００円 

   ○実 績 額：７，０４４，８２９円  

   ○加入状況内訳 ※（ ）内は、振込による加入 

 令和４年度 令和３年度 

一般会員 ３，６９０世帯 （０）   ３，６０７世帯 （０）   

賛助会員 ３５４世帯（１８） ３３９世帯（１４） 

特別会員 １９５世帯（８５） １９２世帯（８５） 

５００円未満 １，７０５世帯 ２，０５８世帯 

【社協会員募集説明会】 

   〇対象者：自治会・町内会長 

〇期 日：令和４年６月９日 

 〇場 所：朝霞市総合福祉センターはあとぴあ 

 〇参加者：合計２４人 

 

◇赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金活動の実施 

地域福祉推進の重要な財源の確保のため、自治会・町内会、関係機関・団体と連携し、 

共同募金運動を実施し、県共同募金会より各募金の配分金を受領しました。 

   〇配分金額 

 令和４年度 令和３年度 

一般募金配分金 ３，１５１，０００円 ３，３３３，０００円 

歳末たすけあい募金 

配分金 

３，３３３，０００円 ３，４３５，０００円 

 

◇地域福祉活動の啓発・活動支援 

    住民組織である自治会・町内会に対し、地域の発展と住民の福祉向上を図ることを目的

として、前年度の赤い羽根共同募金と社協会員会費実績額の２０％を助成しました。 

   令和４年度 令和３年度 

交 付 先 自治会・町内会 ６２団体 自治会・町内会 ６２団体 

助成金額 ２，１２３，２９０円 ２，２１７，５９０円 

   

  ◇第４期地域福祉活動計画の進行・管理 

地域福祉活動計画の基本理念・行動目標に基づき、進行の管理を行うとともに、各事業

の充実を図りました。 

（詳細は２～４ページ参照） 
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【朝霞市地域福祉活動計画推進委員会】 

地域福祉活動計画の進捗状況の確認、及び評価を行うため、朝霞市地域福祉活動計画推進

委員会を開催しました。 

 期 日 場 所 出席者 

第１回 令和４年５月２０日 朝霞市総合福祉センター １３人 

 

◇地域福祉活動団体との連携・活動支援   

各団体が抱えている課題などの相談を受け、必要に応じて各関係機関と協働し支援を行

いました。また、本会以外の助成金情報について情報提供を行いました。あわせて、職員

が各団体へ定期的に訪問し、状況確認や顔の見える関係づくりを継続しました。 

その他、各団体が主催するイベントや活動情報などを社協ホームページやツイッターで

周知活動支援を行いました。 

 

  ◇地域福祉活動団体等への助成 

市内で活動する高齢者、障害者、子育てサロングループや福祉団体等に対して、運営に

かかる費用の助成を行いました。 

 

   〇地域福祉活動（運営費）助成金 

   令和４年度 令和３年度 

団体数 ３６団体 ３３団体 

助成金額 １，０４１，０００円 ８８６，９６７円 

    

○地域福祉活動（事業費）助成金 

   令和４年度 令和３年度 

団体数 ９団体 ７団体 

助成金額 ２７０，０００円 １７５，８００円 

    

〇歳末援護金 

     令和４年度 令和３年度 

団体数 １７団体 １８団体 

助成金額 １７０，０００円 １７８，０００円 

 

◇社協出前講座のメニューの充実及び周知・啓発（広報紙等） 

住民の学習機会の拡充と社協への理解を深めるため、民生委員児童委員協議会や福祉団

体等からの依頼により、「社協の活動」や「健康相談」等、身近な福祉の情報を交えた講

座を職員が講師となり実施しました。なお、新型コロナウイルス感染症の影響等により、

申請のあった講座のうち３回が中止になりました。  

 令和４年度 令和３年度 

実施回数 １６回 １１回 
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◇新型コロナウイルス感染症の影響による生活困窮世帯への支援 

 【ひとり親家庭等に対する食材支援】 

  ○期  間：令和４年１０月１日～令和４年１２月１８日  ○食材支援：４１世帯 

 

 

３．相談援助事業の実施 

 

（１）福祉サービス利用援助事業（あんしんサポートねっと）の推進（県社協委託事業） 

    高齢者や障害のある方で、金銭管理等に不安のある方が安心して生活が送れるよう、福 

祉サービスの利用援助、日常的金銭管理、書類等の預りサービスの援助を行いました。 

 

 令和４年度 令和３年度 

生活支援員 １０人 ７人 

活動日数 延べ１４０日 延べ９０日 

相談件数 延べ８２５件 延べ５３９件 

利用契約者 ９人（認知症高齢者６人、知的障害

者２人、精神障害者１人） 

８人（認知症高齢者４人、知的障害

者３人、精神障害者１人） 

 

◇事業の周知啓発 

社協内情報コーナーにパンフレットの設置、並びにホームページやツイッター、広報紙

「社協あさか」にサービス案内を掲載し、事業の周知を図りました。また、民生委員児童

委員協議会障害者部会向けに、事業に関する出前講座を行いました。 

 

◇生活支援員研修の実施 

    福祉サービス利用援助事業の生活支援員として活動してくださっている生活支援員向け

に、動画視聴による県社協生活支援員専門研修を行いました。 

〇期  日：令和５年３月８日 

〇場  所：朝霞市総合福祉センター 

〇参加人数：４人 

 

（２）総合相談支援体制 

    相談、問い合わせに対し傾聴し、適切な関係機関につなげるとともに、社協内の各部署

と連携、情報共有を図り、迅速かつ相談内容に的確に対応できる体制づくりに努めました。 

  〇相談件数：２６件（高齢者・障害者関係、子育て、就労、生活困窮、権利擁護等） 

 

（３）福祉機器の貸出し 

   〇車いす： ５４件（外出・通院等） 

  車いすを外出・通院等の支援として貸出ししました。 

 令和４年度 令和３年度 

貸出回数 ５４件 ２９件 

 

 



10 

４．福祉資金貸付事業の実施 

 

（１）生活福祉資金貸付事業（県社協委託事業） 

支援を必要とする低所得者世帯及び療養や介護を要する高齢者・障害者世帯等に必要な 

資金の貸付や相談援助指導を行い、経済的自立と生活意欲の助長促進を図りました。 

 また、償還が滞り、連絡も取れない世帯に対して、文書と訪問による償還指導を行いま

した。 

 令和４年度 令和３年度 

貸付相談 延べ１５６件 延べ１５９件 

貸付件数      ５件 １２件 

償還指導    ３９件 ４４件 

（２）社協福祉資金貸付事業 

    臨時的な出費や応急的な資金を必要とする低所得者世帯に対し、必要な資金の貸付や相 

談援助指導を行い、経済的自立と生活意欲の助長促進を図りました。 

 また、償還が滞り、連絡も取れない世帯に対して、文書と訪問による償還指導を行いま

した。 

 令和４年度 令和３年度 

貸付相談 延べ３３件 延べ２６件 

貸付件数   １０件   １０件 

償還指導   ２１件   １９件 

 

 （３）新型コロナウイルス感染症の影響による生活福祉資金特例貸付（県社協委託事業） 

    生活福祉資金について、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付対象世帯を低 

   所得世帯以外に拡大し、休業や失業等により生活資金にお悩みの方々に向けた、緊急小口

資金等の特例貸付を令和２年３月２５日から令和４年９月３０日まで実施しました。 

   〇貸 付 相 談：延べ ５８５件  ※令和４年４月１日～令和４年９月３０日 

   〇貸 付 件 数：緊急小口資金   ７９件 

            総合支援資金   ５４件   

総合支援資金（再貸付） ※令和３年度で受付終了 

 

（４）彩の国あんしんセーフティネット事業の支援 

福祉資金貸付事業（生活福祉資金貸付事業及び社協福祉資金貸付事業）等にて相談のあ

った世帯、および新型コロナウイルス感染症の影響による生活困窮世帯のうち緊急の支援

が必要な世帯に対して、彩の国あんしんセーフティネット事業の支援員に代行して食材支

援を実施しました。 

   令和４年度 令和３年度 

福祉資金貸付事業相談 延べ７７４件 延べ３，１７４件 

上記のうち、セーフティネット 

事業による支援（食材支援） 
２７人 ３４人 
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５．ボランティア事業の推進 

◇ボランティア相談及びコーディネート 

○ボランティアの活動状況（ボランティア保険加入状況より） 

 令和４年度 令和３年度 

個  人  １０４人 ４３３人 

団  体 ３９０人（３１団体） ３６５人（２７団体） 

 

○相談件数 

 令和４年度 令和３年度 

相談件数 延べ１２２件 延べ１０６件 

 

○団体利用室利用状況 

 令和４年度 令和３年度 

登録団体 １２団体 １３団体 

利用件数 延べ５３件 延べ２０件 

 

 

◇ボランティア保険受付出張窓口の実施 

  来所が困難であるというボランティアの声をうけ、利便性の良い朝霞市市民活動ステー 

ションと連携し、場所を借りてボランティア保険受付窓口を実施しました。 

 

   〇対象者：①朝霞市イベントボランティア ②朝霞市民等 

   〇期 日：①令和４年６月２５日、７月１５日（２日間） 

        ②令和５年３月１１日、１６日、２８日（３日間） 

   〇場 所：朝霞市市民活動支援ステーション 

   〇来所者数：①合計１０人 ②合計８人 

    

◇ボランティア情報の収集、発信（ボランティアニュースの発行等） 

   〇ボランティアニュース 

    ボランティア情報を必要としている人へ情報が届くよう、市内公共施設等への配置及び

ボランティア登録をした人にボランティアニュースを送付しました。 

   ・発行回数：年３回（７月、２月、３月/１回２，０００部） 

    

〇ボランティアセンターガイドブック 

    ボランティアセンターガイドブックを活用し、ボランティア相談来所者等に配布、情報

の発信を行いました。 
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◇朝霞地区四市福祉教育研修会の開催（朝霞市・和光市・新座市・志木市社協） 

    新型コロナウイルス感染症の感染が収束していない中での開催となったため、会場を１

ヶ所設けたほか、オンラインを併用し実施しました。（当番市：志木市） 

 

   ○対象者：朝霞地区四市で福祉教育に携わる教職員及びボランティア等 

    ○期 日  ：令和４年８月４日・５日 

    ○場 所：志木市総合福祉センター及びオンライン（ＺＯＯＭ） 

    ○内 容：１日目 社協の取組について、当事者講演（視覚障害）、事例発表 

          ２日目 当事者講演（身体障害）、 

講義「福祉教育の学びのポイント」  

            講師 文京学院大学 人間学部 教授 中島 修 氏 

  

  ○参加者  

 

             

 

 

◇福祉教育の支援、充実 

  市内小・中学校における福祉教育のコーディネート・支援、福祉体験教室等を行いまし 

た。また、４月に福祉教育のメニューと依頼方法についてまとめた案内を市内小中学校及 

び高校へ送付し、福祉教育の啓発に努めました。新型コロナウイルス感染症の感染リスク 

を軽減するため手指消毒を行うなど感染対策を講じながら、障害のある方や福祉教育サポ 

ーターの協力を得て実施しました。その他、中学校教職員対象の校内研修（中学校一校） 

にて、社協及び福祉教育についての説明と、視覚に障害のある方の協力を得て講演を行い 

ました。 

 

   ○依頼件数 

 

    

 

 

 

○内  容：事前学習「福祉について」、体験学習（車いす・アイマスク・手話） 

講演「視覚障害者への理解」等 

   ○福祉教育用機器貸出件数：２５件（ＤＶＤ・車いす・アイマスク・点字盤等） 

 

◇地域福祉活動の担い手の育成 

   地域住民同士の支え合い活動を推進するため“住民参加型”在宅福祉サービス あいはぁ

と事業新規協力会員向け講習会を開催しました。 

   また、令和４年度登録済みの協力会員を対象に「協力会員ミーティング」を実施しまし

た。活動紹介や交流会を通して協力会員同士の連帯感や地域活動を行う“やりがい”を感

じてもらうこと、地域の支え合い活動の必要性や役割を学ぶ機会を設けました。 

 令和４年度 令和３年度 

四市合計 延べ９１人 延べ１００人 

朝霞市内 延べ９人 延べ１８人 

 令和４年度 令和３年度 

延べ件数 ６５件     ３８件 

小学校   ９校     １０校 

中学校   ２校       ０校 
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 ◇ボランティア講座の開催 

社会参加や地域活動への参加意欲の向上を図れるよう学びの機会として、また、ボラン

ティア活動のきっかけづくりとなるよう、ボランティア講座を実施しました。 

 

    ○期 日  ：令和４年１１月１８日 

    ○場 所：株式会社リゾン本社コミュニティギャラリー 

    ○内 容：ボランティア活動について、 

住民参加型在宅福祉サービスあいはぁと事業の説明、 

          障害のある方への理解（視覚障害のある方のお話、動画視聴） 

          講座終了後、あさか福祉作業所によるパン販売 

   〇参加者：１４人 

 

 

  ◇ボランティア体験プログラムの実施 

    新型コロナウイルス感染症が収束していない状況下でしたが、参加者や受入施設が安心

できるよう、昨年度と同様、参加者には活動日２週間前からの体調管理（チェックシート

作成）と、活動日当日には、新型コロナウイルス感染症に関する確認票を記入し活動先に

提出してもらい、事業を実施しました。また、事前の説明会は、密を避けるために、２回

実施しました。 

 

    ○対象者：市民及び近隣のボランティア活動体験希望者 

    ○期 間：令和４年７月～１０月 

    ○場 所：市内各福祉施設等 

    ○参加者：延べ３０人 

 

   【説明会】 

   ○期 日：令和４年７月９日 ２回実施 

   ○参加者：１８人 

        ※説明会に都合がつかず、個別に説明：１２人 

 

   

◇災害ボランティア講座の開催 

令和４年２月に実施予定で新型コロナウイルス感染症の影響により延期した、災害ボラ

ンティア講座を開催しました。 

 

○期 日  ：令和４年５月１４日 

    ○場 所：朝霞市総合福祉センターはあとぴあ アリーナ 

    ○内 容：朝霞市における危機管理体制、 

地域や被災地で活動するための災害ボランティアの基本について 

   〇参加者  ：２９人 
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◇“住民参加型”在宅福祉サービス あいはぁと事業の実施 

日常生活のちょっとした困りごとを解決するため“住民参加型”在宅福祉サービス あ

いはぁと事業を地域住民に協力いただき実施しました。 

地域住民に事業の情報を分かりやすく伝えるため、本会ホームページ・パンフレットの

内容を変更し、サロン訪問時にはパンフレットを配布するなど周知活動を行いました。ま

た、広報紙「社協あさか」に利用会員向けの記事を掲載し、情報提供に努めました。 

地域の担い手として活躍する人材を確保するため新規協力会員向け講習会を開催し、利

用会員のニーズに応えられる体制を整えました。また、協力会員を対象に「協力会員ミー

ティング」を実施し、協力会員の活動紹介や地域活動を行う“やりがい”について意見交

換し、地域の支え合い活動の必要性や役割について理解を深めました。 

関係機関の専門職・支援者等に本事業を理解してもらうため、新規協力会員向け講習会

の参加依頼を行いました。また、必要に応じて関係機関と情報共有を行い、利用会員宅へ

訪問時は同行してもらうなど、関係機関と顔の見える関係づくりを行いました。 

 

  【活動実績】 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  【新規協力会員向け講習会】 

   ○開 催 日：令和４年８月９日・１１月８日（ボランティア講座内で実施） 

            令和５年１月１４日・３月２日・個別説明（９回） 

   ○開催方法：オンライン説明（３回）、ボランティア講座（１回）、 

個別説明（総合福祉センター）（９回） 

     ○参加人数：２４人（内：オンライン１３人、ボランティア講座２人、個別説明９人） 

   ○参加者内訳：一般市民１８人、地域包括支援センター・居宅介護支援事業所４人 

          市役所職員２人 

 

【協力会員ミーティング（フォローアップ研修会）】 

   ○開催日：令和５年２月２５日 

   ○場 所：朝霞市総合福祉センター 

     ○対象者：あいはぁと事業協力会員（令和４年度登録者） 

   ○参加者：２４人 

   〇内 容：あいはぁと事業活動紹介（事例紹介）、交流会、地域福祉に関する動画視聴 

 令和４年度 令和３年度 

相談件数   １６７件   １５７件 

利用会員数   １２１人 

（定期４９人 単発７２人） 

  １０１人 

（定期３６人 単発６５人） 

利用会員内訳 高齢者９２人 

障害者１３人 

子育て１２人 

その他 ４人 

高齢者７５人 

障害者１７人 

子育て ５人 

その他 ４人 

協力会員数     ７４人     ８９人 

利用・活動日数 延べ９１５日 延べ５９９日 

利用・活動時間 延べ１１５２時間１５分 延べ７９７時間４５分 
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 ６．市委託事業の受託経営 

（１）手話通訳者等派遣事業 

手話を必要とする聴覚障害者等の生活におけるコミュニケーションの円滑化、社会参 

加の促進を図るため手話通訳者の派遣を行いました。 

 令和４年度 令和３年度 

依頼件数   ５４５件   ５０１件 

派遣件数   ５２６件 

（個人 381 件・自治体 57 件・学校 29 件・団体 59 件） 

  ４７９件 

（個人 388 件・自治体 42 件・学校 18 件・団体 31 件）  

派遣人数 延べ６２３人 

（専任延べ 246 人・登録延べ 330 人・他機関派遣協力 47 人） 

延べ５６７人 

（専任延べ 224 人・登録延べ 309 人・他機関派遣協力 34 人） 
 

◇手話通訳者の育成 

手話講習会 期 日 受講者 講 師 アシスタント 

入門 
令和４年５月  

～令和４年９月  
８人 

佐野立太郎氏 

（ＮＰＯ法人手話教師センター） 

あさか手話サークル 

あじさい 

基礎 
令和４年１０月  

～令和５年３月  
９人 

佐野立太郎氏 

（ＮＰＯ法人手話教師センター） 
あさか手話サークル 

あじさい 

基礎（夜） 
令和４年４月 

～令和４年９月 
８人 

戸田康之氏 

（朝霞市聴覚障害者協会） 
あさか手話サークル 

あじさい 

中級（夜） 
令和４年１０月 

～令和５年３月 
１０人 

森永慶子氏 

（ＮＰＯ法人手話教師センター） 
あさか手話サークル 

あじさい 

 

◇朝霞市登録手話通訳者試験 

○期    日：令和４年４月２７日 

○受  験  者：２人 

○合  格  者：０人 

 

◇手話体験会 

○期    日：令和４年７月２９日・８月５日・１９日・２６日 

○参  加  者：１４人 

  

◇朝霞市（手話通訳者等派遣事務所）主催講演会 

○期    日：令和５年１月２８日 

○講    師：那須英彰氏・那須映里氏 

○参  加  者：９７人 

 

◇要約筆記（ＰＣ）体験会 

○期 日：令和５年３月４日 

○講 師：手話通訳問題研究会（要約筆記者班） 

○受 講 者：８人  
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（２）一般介護予防事業 

   市内の概ね６５歳以上の方を対象に、高齢者が健康的に生きがいを持ち地域の様々な活

動に主体的に参加できるよう、住民運営の通いの場の創出や、人と人との交流の場の拡充

を目指し事業に取り組みました。 

『ノルディック・ウォーク教室』、『切り絵講座』からは新たな自主グループが立ち上が

りました。『健康太極拳教室』は、朝霞の森や市内公園で近隣住民自由参加型の実施を開始

しました。 

また、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響による高齢者のフレイル（虚

弱な状態）の加速が心配されるため、市内病院のリハビリ専門職と連携してフレイル予防

体操講座を実施しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 期間 回数 延べ人数 

ノルディック・ウォーク教室 

        （連続講座） 

４月～  ５月 

１０月～１２月 

  ７回 

  ８回 
１５６人 

ノルディック・ウォーク 

フォローアップ事業 
１１月～  ３月   ８回  ９９人 

健康太極拳教室（連続講座） ９月～  ２月  ２４回 ７１９人 

切り絵講座（連続講座）  ９月～１１月    ７回     ８３人 

切り絵体験教室 ６,７,８,１１月  ５回  ５４人 

普段の生活の中で実践できる 

『“ながら”体操』 

（フレイル予防体操講座） 

        ２月  ３回  ５０人 

各自主グループ継続支援 

(ノルディック・太極拳・切り絵・健康体操) 
  随時実施 １１４回 １，３８８人 

他各種講座 （気功、脳活、熱中症予防、

太極拳、介護予防体操） 
随時実施   １３回    １６０人 

健康相談    ６月  １回 ２７人 

老人クラブ支援 随時実施  ２９回 ７０１人 
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７．指定管理事業の受託経営 

（１）朝霞市総合福祉センター指定管理事業 

【朝霞市総合福祉センター管理】 

地域福祉の向上を図るため、各種の福祉サービスや情報、活動の場を提供する複合施設

の建物・設備・備品の総合管理を行いました。 

 令和４年度 令和３年度 

開館日数 ２９３日   ２９２日   

共用施設利用状況 ５１４件   ５４２件   

利用人数 延べ４，６２１人   延べ４，５２５人   

※共用施設：集会室、社会適応訓練室、調理実習室、介護者教育室 

 

○消防訓練の実施 

有事に際し、被害を最小限にとどめるため、訓練を実施し技術の向上を図りました。 

・第１回 令和４年１０月２６日 参加者：１００人（火災想定避難訓練） 

 令和４年１２月 ９日 参加者： ４５人（起震車体験・煙体験） 

・第２回 令和５年 ２月２４日 参加者：１１０人（火災想定避難訓練） 

 

○はあとぴあふれあい祭り 

新型コロナウイルス感染症感拡大防止対策を講じたうえで、障害の有無や世代に関わら

ず交流を図ることを目的に実施しました。 

・期   日：令和４年１１月２３日 

    ・来 場 者：延べ３９６人 

 

【はあとぴあ福祉作業所】 

障害者総合支援法に基づく多機能型施設として、生活介護における入浴、日常生活動作

の維持向上支援並びに創作的活動、スヌーズレンによる感覚統合支援、就労継続支援Ｂ型

における作業訓練や生活訓練等のサービスを提供しました。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ、事業の実施に努めました。 

 

①開 所 日：月曜日～金曜日 

 

②利用者数（年度末） 

 令和４年度 令和３年度 

定員 利用者数 定員 利用者数 

生活介護 ３６人  ３２人  ３６人  ３２人  

就労継続支援Ｂ型 ４４人  ２９人  ４４人  ３０人  

合  計 ８０人  ６１人  ８０人  ６２人  

 

③通所状況 

     送迎サービスの他、自転車、徒歩による自主通所 
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④主な作業内容 

○市内外の事業者からの請負作業 

     

 

 

○社会参加活動 

実施事業 中止した事業 

自主製作品展示販売会、㈱リゾン・コミュ 

ニティスペース「ライブリーサロン」への 

自主製品等の展示 

なし 

 

⑤花壇植栽管理整備事業（市委託事業） 

     ふれあい花壇、朝霞駅南口広場花壇、朝霞市役所庁舎内プランターの植栽、灌水、 

除草、清掃等の管理整備 

令和４年度 令和３年度 

業務内容 売上 業務内容 売上 

ふれあい ４，３２０，８００円 ふれあい ４，７４６，５７９円 

朝霞駅南口広場 ８８５，５００円 朝霞駅南口広場 ８８５，５００円 

朝霞市役所庁舎内 ５８，０８０円 朝霞市役所庁舎内 ６０，３９０円 

 

⑥喫茶室「お花畑」の運営（毎週火曜日～金曜日） ※一部営業時間を短縮して営業 

令和４年度 令和３年度 

営業日数 利用者数 売上 営業日数 利用者数 売上 

２３１日 １，８４２人 ６８６，３５０円 １８５日 １，２２１人 ４２７，０２０円 

 

⑦売店「はっぴぃ」の運営（毎週火曜日～金曜日） ※一部営業時間を短縮して営業 

令和４年度 令和３年度 

営業日数 利用者数 売上 営業日数 利用者数 売上 

１８５日 ２，５１３人 ２，７０７，１６７円 １６８日 ２，３５７人 １，８２７，２２０円 

 

○出張販売 

実施事業（一部変更した事業を含む） 中止した事業 

市役所、朝霞市防災フェア、ふれあいマルシ 

ェ 

なし 

 

 

 

令和４年度 令和３年度 
主な受注作業 

業者数 売上 業者数 売上 

１５社 

社協３部署 
２，４２６，９８６円 

１５社 

社協３部署 
２，４３７，４５５円 

食品容器シール貼り、熱処理

部品スプリング通し、封入封

緘、タオル・靴下ストッキン

グ返し作業、景品封入れ、バ

スマットクリーニング及び

交換作業等 
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⑧カフェ・売店「ル・クール」の運営（毎週月曜日～金曜日） 

令和４年度 令和３年度 

営業日数 利用者数 売上(委託金含) 営業日数 利用者数 売上(委託金含) 

１８日 １９０人 ６４６，５９３円 １６日 ２２８人 ６７３，００４円 

  ※あさか福祉作業所と合同で運営しているため、委託金は折半、売上金は執行額に応 

じて、あさか福祉作業所と按分 

 

⑨主な年間行事 

実施事業 中止した事業 

保護者懇談会、個別面談、朝霞市ふれあいス 

ポーツ大会、避難訓練（地震、火災、水害を 

想定し、避難所への避難を想定した訓練も 

実施）、はあとぴあふれあい祭り、日帰り課 

外体験研修、保護者交流会、誕生日会、健康 

増進体操事業、理学療法、作業療法、音楽療 

法、社会生活力事業  

赤い羽根共同募金街頭募金、彩夏祭「鳴子踊 

り」 

  
 

⑩保健衛生 

実施事業 中止した事業 

利用者健康診断、精神科健診、歯科検診、内 

科検診、生活習慣病予防事業等 

なし 

 
    

⑪ボランティアの受入 

令和４年度 令和３年度 

受入人数 ０人 受入人数 ０人 

活動内容 なし 活動内容 なし 

 

 

 

【はあとぴあ障害者就労支援センター】 

市内在住の障害のある方やその家族、また関係する事業所、施設、教育、医療機関等を 

対象に、障害のある方の就労支援と生活支援を総合的に行うことにより、一般就労の拡大 

を図るとともに、自立と社会参加の促進を目的に支援を行いました。 

 情報の共有や統一した支援の提供を目的に、はあとぴあ障害者相談支援センターと合同

で会議を開催し、情報提供と日ごろからの連携の必要性の共有を図りました。また、「社会

生活力を高め地域で生活するうえで必要なスキルを身につける」ことを目的として、市内

業者を講師に招き講座を開催しました。このほか、台風や新型コロナウイルス感染症の影

響により中止していた茶話会を４年ぶりに開催することができました。 
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○登録者数・就職者数 

 身体 知的 精神 その他 合計 

令和４年度 登録者 ５２人 １２０人 ２１９人 １１人 ４０２人 

 就職者   ６人   １４人   １５人   ０人   ３５人 

令和３年度 登録者 ４５人 １１２人 ２０２人 １３人 ３７２人 

 就職者   ５人     ７人     ９人   ０人   ２１人 

 

   ○就職先の主な職種 

職種 身体障害 知的障害 精神障害 その他 

事務職 ３人 １人 ８人  

小売店品出し  ４人   

製造業  １人   

ピッキング･仕分け･軽作業  ６人 ２人  

食品製造  １人   

農作業 ２人  １人  

調理 １人    

相談員   １人  

清掃   １人  

就労継続Ａ型  １人 ２人  

計 ６人 １４人 １５人 ０人 

 

○事業所・関係機関との連携 

新規事業所開拓 
２６件 

(令和３年度２５件) 
雇用相談 

延べ   ８８４件 

(令和３年度延べ７６２件) 

調査研究・普及啓発 
延べ １１３件 

(令和３年度延べ２０件) 
関係機関との連携 

延べ １，１２０件 

(令和３年度延べ８６３件) 

 

○余暇支援事業 
・朝霞市ふれあいスポーツ大会参加 
  期 日：令和４年９月２５日 
  場 所：朝霞市立総合体育館 
  参加者：６人 
・気功体験 
  期 日：令和４年１１月１９日 
  場 所：朝霞市総合福祉センター 
  参加者：９人 
・社会生活力向上支援 

       ①センター紹介動画配信（ＹｏｕＴｕｂｅ） 

       ②講座「障害のある方が一人暮らしをするために」 

         期 日：令和５年２月２７日 

         場 所：朝霞市総合福祉センター 

         参加者：２９人 

         講 師：株式会社リゾン 
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【はあとぴあ障害者相談支援センター】 

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき、障害のある方が自立した日常生活又は社会 

生活を営むことができるよう身体の状況、環境等に応じて、利用者及びその保護者からの 

相談に対し、適切な障害福祉サービス等が多様な事業者から総合的かつ効果的に提供され 

るよう関係機関等との連携により、生活全般の支援等を行いました。 

 令和４年度も、情報の共有や統一した支援の提供を目的に、ふれあい障害者相談支援セ

ンターとの調整会議や、障害者就労支援センターと合同で会議を開催しました。これによ

り、情報提供と日ごろからの連携の必要性を共有することができました。 

    

〇高次脳機能障害の理解 

    対象者：近隣障害福祉サービス事業所等 

    期 日：令和４年６月２２日 

    場 所：朝霞市総合福祉センター（はあとぴあ）第１・２会議室 

    参加者：３３名 

    講 師：埼玉県高次脳機能障害者支援センター ケースワーカー他 

 

 

〇障がいのある方の「親なきあと」に向けて 

    対象者：障害のある子を持つ家族 

    期 日：令和４年１１月２８日 

    場 所：産業文化センター 多目的ホール 

    参加者：７６名 

    講 師：社会福祉士・行政書士 

    

 

〇障害児のライフプラン 

    対象者：市内障害福祉サービス事業所等 

    期 日：令和５年３月２４日 

    場 所：朝霞市総合福祉センター（はあとぴあ）第１会議室 

    参加者：２２名 

    講 師：朝霞市教育委員会 職員 

    

 

〇施設見学会 

    対象者：グループホームの利用に興味のある市民 

    期 日：令和５年３月２４日 

    場 所：ふわふわ富士見、ビートルケア関沢、アプリケアワークス鶴瀬駅西口 

    参加者：１３名 
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＜基本相談＞ 

 身体障害 知的障害 精神障害 その他 合計 

令和４年度  利用者数 １１９人 １８３人 １，５２９人 ４３９人 ２，２７０人 

       相談件数 １１８件 １８４件 １，５０３件 ４４０件 ２，２４５件 

令和３年度  利用者数 ３７人 ７１人 ２０６人 １７９人 ４９３人 

           相談件数 １３６件 ３４１件 ７４１件 ３５０件 １，５６８件 

 

＜計画相談＞ 

 障害者契約者数 障害児契約者数 合計 

令和 ４年度契約者数 １１９人 ８３人 ２０２人 

令和 ３年度契約者数 １３１人 ８８人 ２１９人 

支援内容 ◇福祉についての情報提供・総合的相談 

◇福祉サービスや福祉施設等の利用方法の説明・紹介・仲介 

◇福祉事務所、児童相談所、福祉施設、教育機関等との調整及び連

携 

◇療育相談（発達に心配のある子どもに関すること） 

◇サービス等利用計画の作成や訪問等による継続支援 

◇障害児支援利用計画の作成や訪問等による継続支援 

◇権利擁護に関する支援等 

 

（２）朝霞市老人福祉センター指定管理事業 

   ６０歳以上の高齢者が健康で明るい生活を営むための一助として、各種教室を開催しま

した。 

 

○利用状況 

区   分 
浜崎老人福祉センター 溝沼老人福祉センター 

令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 

開 館 日 数 ２９３日 ２９３日 ２９３日 ２９３日 

年 間 利 用 者 数 ２７，６５６人 ３０，４４０人 ４４，４１７人 ３８，３２８人 

１日平均利用者数 ９４人 １０４人 １５２人 １３１人 

個 人 利 用 者 数 １８，９７４人 ２７，３０５人 ４１，８５６人 ３５，４５９人 

団 体 利 用 者 数 １，２８５人 ５３８人 １，５４０人 ７６２人 

 

○高齢者健康相談 

区   分 
浜崎老人福祉センター 溝沼老人福祉センター 

令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 

実 施 日 数 年３回 年１回 年１回 年２回 

相 談 件 数 ０件 ３件 ２７件 ３４件 

  ※「健康講座」の際に健康相談会（希望者のみ）を実施しました。 
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（３）朝霞市児童館指定管理事業 

児童が健全な遊びを通して健康を増進し、情操を豊かにすること等を目的に実施しまし 

た。 

○利用状況 

児童館名 
開 館 日 数 年 間 利 用 者 数 １日平均利用者数 

令和４年度 令和３年度 令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 度 令和３年度 

きたはら ２９２日 ２９２日 ２５，７９２人  １９，９４７人 ８８人 ６８人 

はまさき ２９３日 ２９３日 １４，７２１人  １２，８３９人 ５０人 ４４人 

みぞぬま ２９３日 ２９３日 ４３，０４９人 ３８，４４４人  １４７人 １３１人 

ねぎしだい ２９３日 ２９３日 ２０，２２８人  １９，４９１人 ６９人 ６７人 

ひざおり ２９３日 ２９１日 ２７，７０２人  ２０，３４８人 ９５人 ７０人 

ほんちょう ２９３日 ２９２日 ４１，４０６人 ３２，３７０人 １４１人 １１１人 

合  計 1 , 7 5 7 日 1 , 7 5 4 日 １７２，８９８人 １４３，４３９人 ― ― 

   

○主な年間事業 

    幼児・児童事業、工作事業、館外事業、交流事業、合同事業、夏まつり、クリスマス会、 

春まつり、ランドセル来館事業は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じたうえで 

実施しました。 
 
 

（４）朝霞市放課後児童クラブ指定管理事業 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学している１年生から６年生の児童 

   に対し、授業の終了した放課後及び夏・冬・春休み・土曜日等の学校休業日に放課後児童 

クラブにおいて家庭に代わる生活の場を確保し、適切な遊びや指導を行うことにより、児 

童の健全な育成を図るとともに、保護者の仕事と子育ての両立を支援しました。 

 

○放課後児童クラブの状況 

クラブ名 
定 員 在籍数（年度当初） 延べ児童数 

令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 

本 町 １１５人 １１５人 １１０人 １０９人 １，２５８人 １，２６７人 

朝志ヶ丘 １５０人 １５０人 １６６人 １６３人 １，８７１人 １，８２３人 

岡 １２２人 １２２人 １２３人 １２１人 １，３４１人 １，２４４人 

膝 折 １３０人 １３０人 １０７人 １０６人 １，０８５人 １，０８０人 

栄 町 １３５人 １３５人 １２４人 １３１人 １，３８３人 １，４３６人 

浜 崎 １４８人 １４８人 １４４人 １４５人 １，５７８人 １，６２４人 

泉 水 １２５人 １２５人 １５２人 １５６人 １，７０６人 １，７４５人 

幸 町 ９８人 ９８人 ９１人 ９４人 ９８３人 ９９１人 

根 岸 台 ８０人 ８０人 ７３人 ６９人 ８５４人 ６５９人 

溝 沼 １４０人 １４０人 １３７人 １２９人 １，５０２人 １，３９６人 

合  計 １，２４３人 １，２４３人 １，２２７人 １，２２３人 １３，５６１人 １３，２６５人 
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○主任会議・指導員会議の開催 １回／月 

   ○主な年間事業 

    お誕生会、調理実習、季節の行事、伝承遊び、あそびンピック(１０クラブ統一事業)等 

※調理実習は、新型コロナウイルスの感染予防対策のため中止しました。 

 

 （５） 朝霞市障害者ふれあいセンター指定管理事業 

【朝霞市障害者ふれあいセンター あさか福祉作業所】 

障害者総合支援法に基づく多機能型施設として、生活介護における日常生活動作の維持向

上支援並びに創作的活動、スヌーズレンによる感覚統合支援、就労継続支援Ｂ型における作

業訓練や生活訓練、就労移行支援における一般就労に向けた訓練や企業見学・実習等のサー

ビスを提供しました。 

令和４年度は、令和３年度と同様に、新型コロナウイルス感染症予防対策を講じながら事

業を実施しました。 

①開 所 日：月曜日～金曜日  

  ②利用者数(年度末) 

 

 

 

 

 

 

 

③通所状況 

   送迎サービスの他、路線バス、自転車、徒歩等による自主通所 

   （就労移行支援は自主通所のみ） 

  ④主な作業内容 

○市内外の事業者からの請負作業等 

 

 

 

 

 

 

 

○パンの製造販売 

【こんがりパンの店「フレア」】 

 

 

 

 

 

 

サービス 
令和４年度 令和３年度 

定員 利用者数 定員 利用者数 

生活介護 １５人 １２人 １５人 １１人 

就労移行支援  ８人  ０人  ８人  １人 

就労継続支援Ｂ型 ３７人 ２７人 ３７人 ２７人 

合計 ６０人 ３９人 ６０人 ３９人 

令和４年度 令和３年度 
主な受注作業 

業者数 売上 業者数 売上 

７社 

本会１部署 
２，７６３，６２５円 

８社 

本会１部署 
２，９４４，１９５円 

プラスチック部品組立、機械

用オイル詰め・箱入れ作業、線

香箱詰め、資材梱包等 

令和４年度 令和３年度 
主な販売場所 

販売回数 売上 販売回数 売上 

１３１回 ４，３７３，２４０円 １２５回 ３，９９７，１８０円 
店頭販売、市ブース販売、注文

販売等 
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○カフェ・売店「ル・クール」の運営（毎週月曜日～金曜日） 

 

 

 

 

※はあとぴあ福祉作業所と合同で運営しているため、委託金は折半、売上金は執行額 

に応じて、はあとぴあ福祉作業所と按分 

    ※新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、対面でのコーヒー販売を休止し、お

菓子等の無人販売を実施 

   ○社会参加活動等 

自主製作品展示販売会（市役所） 

市内企業での社員向けパン販売会 

⑤就労支援（就労移行支援） 

 特別支援学校の生徒を対象に、卒業後の就労を見据えた体験実習を実施しました。 

 〇体験実習：１回（埼玉県内の特別支援学校３年生） 

⑥主な年間行事 

   個別面談、外出事業（日帰り課外体験研修代替事業）、音楽療法、作業療法指導、 

消防訓練等 

⑦保健衛生 

   利用者健康診断、精神科健診、歯科検診等 

⑧ボランティア・実習生等の受入れ 

○受入人数：延べ４人（社会福祉士援助技術実習、保育士実習、介護等体験） 

○内  容：利用者との交流、作業やレクリエーションへの参加 

  ⑨ふれあいセンターの管理運営 

   ふれあいセンターの設備・備品の管理、建物の総合管理を行うとともに、施設内の清掃や

消毒、入館時の検温及び手指消毒の徹底等、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に努

めました。また、施設と地域との顔の見える関係を構築し、障害福祉への理解や促進を図

ることを目的として、障害者ふれあいセンターまつり『ふれあいマルシェ』を初開催しま

した。 

〇障害者ふれあいセンターまつり『ふれあいマルシェ』の開催 

 ・開催日 令和４年１１月１２日 

      参加者：約３００人 

○消防訓練（避難・消火・通報）の実施 

    ・第１回 令和４年９月２７日 

 参加者：５１人（利用者３３人・職員１８人) 

 

・第２回 令和５年２月２４日 

 参加者：５３人（利用者３５人・職員１８人） 

    ※例年、施設周辺の地域住民との関係性を深めることができるよう、地域の方にも参加 

を呼びかけていますが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、施設利用者 

及び職員のみで実施しました。 

令和４年度 令和３年度 

営業日数 来客者数 売上 営業日数 来客者数 売上 

１８日 １９０人 ５１０，４６７円 １６日 ２２８人 ５０４，９８６円 
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【ふれあい障害者相談支援センター】 

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき、障害のある方が自立した日常生活又は社会生 

活を営むため、利用者及びその家族からの相談に対応しました。相談の際は、利用者の身体

の状況や環境等に応じて、適切な障害福祉サービス等が多様な事業者から総合的かつ効果的

に提供されるよう関係機関等との連携を図り、生活全般の支援等を行いました。 

また、令和４年度も、情報の共有や統一した支援の提供を目的に、はあとぴあ及びふれあ

い障害者相談支援センターとの調整会議や、はあとぴあ障害者就労支援センターを含めた合

同会議を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．その他社協関連事業 

（１）埼玉県共同募金会朝霞市支会の事務局 

◇支会理事会の開催 

 ○令和４年６月１３日 朝霞市総合福祉センター会議室  出席数１０人（監事２人含む） 

・令和３年度社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会事業報告について 

・令和３年度社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会資金収支計算書について 

   ○令和４年９月６日  朝霞市総合福祉センター会議室  出席数１０人（監事２人含む） 

    ・令和３年度共同募金運動の実施について 

○令和５年３月１７日 （同意書による決議の省略） 

・令和５年度社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会事業計画について 

・令和５年度社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会資金収支予算について 

  ◇赤い羽根共同募金運動説明会 

   ○対象者：自治会・町内会 

   ○期 日：令和４年９月１３日 

   ○場 所：朝霞市総合福祉センター会議室 

   

◇赤い羽根共同募金 

   ○強調月間：令和４年１０月１日～令和４年１０月３１日 

   ○目 標 額：７，０００，０００円（令和３年度目標額：７，０００，０００円） 

   ○実 績 額：６，５６２，６８３円（令和３年度実績額：６，３０２，３７４円） 

※ご協力いただいた募金は、全額、埼玉県共同募金会へ送金しました。 

 身体 知的 精神 高次脳機能 障害児 計 

令和４年度契約者数 １２人 ５９人 ７人 １人 ３５人 １１４人 

令和３年度契約者数 １４人 ６０人 ７人 １人 ２７人 １０９人 

支援内容 

◇サービス等利用計画の作成や訪問等による継続支援 

◇障害児支援利用計画の作成や訪問等による継続支援 

◇福祉についての情報提供、総合的相談 

◇福祉サービスや福祉施設等の利用方法の説明、紹介、仲介 

◇福祉事務所、福祉施設、教育機関等との調整及び連携 

◇権利擁護に関する支援等 
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   ◇地域歳末たすけあい募金 

   ○期 間：令和４年１１月２０日～令和５年３月３１日  

   ○目 標 額：４，０００，０００円（令和３年度目標額：４，１００，０００円） 

○実 績 額：４，２６１，７３１円（令和３年度実績額：４，４４０，５２４円） 

※ご協力いただいた募金は、全額、埼玉県共同募金会へ送金しました。 

 

（２）日本赤十字社埼玉県支部朝霞市地区の事務局 

  ◇日赤会員募集説明会開催 

〇対象者：自治会・町内会長 

〇期 日：令和４年４月１４日 

〇場 所：朝霞市総合福祉センター会議室 

〇参加者：２４人 

  ◇会員会費・寄付金募集 

○期 間：令和４年５月１日～令和５年３月３１日 

○目 標 額：７，７６１，３００円（令和３年度目標額：７，７６１，３００円） 

○実 績 額：５，２７８，７６０円（令和３年度実績額：５，３３３，８４２円） 

 (自治会・町内会：５，２１３，７４４円  個人・企業：６５，０６１円） 

※ご協力いただいた会費は、全額、日本赤十字社埼玉県支部へ送金しました。 

○会員の表彰：特別社員章（個人：１人 法人：１件） 

        支部長表彰（法人：１件） 

 


